
（１）  平成１６年１月３０日

① 

② 

�  

�  

�  

�  

THE MAGAZINE FOR HIDAKA TOWN
日高町商工会報（ingひだか） 

いんぐひだか 
Vol.157
2004.1.30

CONTENTS
●ダイジェスト 
●商工会ってな～に 
●青年部・女性部だより 
●でんごんばん 
●会員紹介 

発行 日高町商工会　編集 総務部広報委員会 
TEL０７９６-４２-1251 FAX０７９６-４２-4350
HOME PAGE http://www.shokoren.or.jp/ 
E-Mail　ing@silver.ocn.ne.jp

THE MAGAZINE FOR HIDAKA TOWN
日高町商工会報（ingひだか） 



平成１６年１月３０日  （２）i n g　　　　ひ　　　　だ　　　　か

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
〇
三
年
度
の
日
本
経
済
の

景
況
は
、
財
政
支
援
に
頼
ら
ず
に
底
打
ち

感
が
拡
が
っ
た
様
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
多

く
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
勿
論
、

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
応
し
て
い

る
一
流
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、
私

ど
も
零
細
企
業
の
経
営
環
境
は
ま
だ
ま
だ

厳
し
く
、
ま
し
て
、
兵
庫
県
で
一
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
最
も
低
い
但
馬
地
域
の
商

工
業
者
に
は
好
況
感
な
ど
、
み
じ
ん
に
も

感
ず
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
て
十
四
年
、
い
つ
ま
で
も
泣
き
言
だ
け

で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
日
高
町
商
工

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
激
変
、
激

動
の
時
代
変
化
に
対
応
で
き
る
、
経
営
者

の
資
質
の
変
革
を
図
る
た
め
、
国
、
県
、

そ
し
て
町
か
ら
補
助
・
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
『
不
況
対
策
特
別
事
業
、
経
営
改
善

研
究
事
業
、
経
営
研
修
講
演
会
、
若
者
定

住
事
業
、
雇
用
対
策
事
業
、
個
別
指
導
事

業
』
な
ど
を
重
ね
、
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

も
あ
り
ま
す
「
地
域
に
信
頼
・
期
待
さ
れ

る
商
工
会
づ
く
り
」
と
日
高
町
の

商
工
業
振
興
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
、
日
高

町
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
元

気
ア
ッ
プ
を
図
り
、
住
民
の
ふ
れ

あ
い
や
地
域
文
化
の
醸
成
に
寄
与

で
き
る
よ
う
な
事
業
を
も
継
続
し

て
お
り
ま
す
。「
日
高
夏
ま
つ
り
」

「
元
気
ひ
だ
か
ふ
れ
あ
い
物
産
ま

つ
り
」
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が

そ
れ
で
す
。

　

私
は
事
あ
る
毎
に
同
じ
様
な
言

葉
を
口
に
し
て
い
ま
す
。
日
高
町

の
産
業
就
業
人
口
を
み
ま
し
て
も
、
八
十

八
・
五
％
が
第
二
次
と
第
三
次
産
業
で
働

い
て
お
ら
れ
ま
す
。（
殆
ど
は
商
工
会
員
で

す
）こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
日
高
町
は「
日

高
町
商
工
村
」
で
す
。
日
高
町
の
商
工
業

者
が
頑
張
っ
て
発
展
振
興
す
る
こ
と
が
日

高
町
の
発
展
で
あ
り
、
行
政
の
町
づ
く
り

も
又
、こ
れ
が
根
幹
で
す
。
行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
昂
揚
を
図
り
な
が
ら
、

安
心
、
安
全
で
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
心

豊
か
な
町
と
な
る
た
め
に
は
、
会
員
の
皆

様
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
考
え
て
頂

き
た
い
の
で
す
。

　

又
、
側
面
的
に
は
二
〇
〇
三
年
は
町
長

選
挙
や
衆
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
商

工
政
治
連
盟
の
立
場
で
し
た
が
、
大
変
お

世
話
に
な
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
を
超
え
た
団
結

の
力
が
少
な
か
ら
ず
、
わ
が
日
高
町
の
振

興
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
申
年
で
す
。
ゴ
ロ
合
わ

せ
の
よ
う
な
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
二
〇

〇
三
年
は
未
年
で
商
工
業
者
が
群
が
っ
て
、

又
、
集
ま
る
と
日
本
経
済
の
低
迷
を
嘆
き
、

テ
ー
メ
ー
テ
ー
メ
ー
（
低
迷
低
迷
）
と
泣

い
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
の
羊
が

 

 

 

商工会長

岩見　勲

　

毎
年
恒
例
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
一
月
六
日
（
火
）、
今
年
は

会
場
を
ホ
テ
ル
幸
祥
に
移
し
、
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
盛

大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

和
田
副
会
長
の
開
会
で
始
ま
り
、
岩
見
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
よ
り
年
頭
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓
各
位
の
挨

拶
か
ら
、
市
町
合
併
を
は
じ
め
、
大
き
な
変
革
の
流
れ
の
中
、

商
工
会
も
地
域
商
工
観
光
業
の
活
性
化
を
も
と
め
、
組
織
力
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
森
垣
日
高
町
助
役
の
乾
杯
で
歓
談
に
入
り
、
歓
談

の
中
で
は
、
出
席
者
全
員
が
相
互
に
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
す
と

と
も
に
、
こ
の
厳
し
い
情
勢
を
乗
り
切
る
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
近
藤
国
民
生
活
金
融
公
庫
豊
岡
支
店
長
の
万

歳
三
唱
、
小
山
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

清水町長あいさつ

和やかな懇談会となりました 三味線で華やかに

出
席
者
　
百
五
十
名 
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去
る
（
申
）
年
と
な
り
、
新
し
い
経
済
の

仕
組
み
が
徐
々
に
広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
で
も
景
気
が
回
復
す
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
を
も
つ
も
の
で
す
。

　

さ
る
と
い
う
字
は
獣
偏
で
書
き
ま
す
と

猿
（
え
ん
）
と
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
こ
の
猿
を
糸
偏

の
縁
、
ご
縁
の
縁
と
読
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
商
売
の
取
引
も
縁
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
誰
と
で
も
情
報
と
い
う
縁
は

つ
な
が
り
ま
す
か
ら
地
縁
・
血
縁
、
そ
し

て
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
電
縁
と
い
う
新

し
い
縁
を
構
築
し
て
、
商
売
の
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
な
け
れ
ば
情
報
経
済
の
流
れ

に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
情
報
武
装
と
同
時
に
人

間
関
係
の
ご
縁
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
が
、

重
要
な
経
営
資
源
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　

商
売
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
の
合
併
も

又
、
地
縁
と
い
う
縁
で
決
ま
り
そ
う
で
す

が
、
私
も
合
併
協
議
会
の
委
員
と
し
て
参

加
し
て
お
り
、
合
併
協
議
も
大
詰
め
を
迎

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
未
来
創
造
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
豊
か
な
自
然
と

文
化
を
活
か
し
た
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
誰
が
考

え
て
も
、
経
済
が
豊
か
に
な
ら
な
い
限
り
、

心
の
豊
か
さ
し
か
り
、
文
化
、
福
祉
、
安

心
、
安
全
な
ど
が
豊
か
に
な
ろ
う
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
済
は
急
速
に
進
む
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
、
Ｉ
Ｔ
化
、
デ
フ
レ
化
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
ス
テ
ム
ま
で
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
、
中
小
・
零
細
企
業
は
こ
の
大

き
く
激
し
い
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
サ

バ
イ
バ
ル
戦
争
に
明
け
暮
れ
て
お
る
厳
し

い
折
も
折
、
合
併
と
い
う
、
一
時
的
に
は

不
況
を
招
か
ざ
る
を
得
な
い
改
革
を
前
に
、

新
た
な
る
危
機
へ
の
対
応
を
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

合
併
の
向
う
側
は
バ
ラ
色
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
合
併
な
く
し
て
従
来
の

一
市
五
町
が
従
前
ど
お
り
に
自
治
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
足
腰
の
強
い
自

治
体
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
生
き
残
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
政
治
改
革
の
中
に
商

工
会
の
合
併
も
当
然
、
俎
上
に
上
が
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
商
工
会
の
合
併
に
つ
い

て
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
兵
庫
県
、
商
工

会
連
合
会
、
単
位
商
工
会
と
学
識
経
験
者

を
招
へ
い
し
て
「
商
工
会
合
併
等
研
究
会
」

が
ス
タ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。
商
工
会

の
将
来
像
と
し
て
は
、

①
経
営
指
導
体
制
の
強
化

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
確
立

③
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

④
地
域
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

を
発
揮
で
き
る
体
制
の
確
立

な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
、
個
人

的
に
は
、
こ
の
商
工
会
の
合
併
こ
そ
、
商

工
会
に
と
っ
て
組
織
自
体
の
機
能
を
検
証

し
、
組
織
自
体
を
現
在
の
経
済
環
境
に
適

し
た
組
織
に
抜
本
的
に
再
編
す
る
絶
好
の

機
会
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
申
し
述
べ
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
が
あ
り
筆
を
置

き
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今
年

も
元
気
と
気
力
と
勇
気
を
持
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
期
待
申
し

上
げ
、
年
頭
の
所
感
と
い
た
し
ま
す
。

i n g　　　　ひ　　　　だ　　　　か

　

例
年
開
催
し
て
い
る
行
政
・
議
会

と
の
懇
談
会
を
昨
年
十
一
月
二
十
八

日（
金
）に
商
工
会
館
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

市
町
合
併
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ

る
中
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
、
行
政
・
議
会
に
対

し
要
望
・
提
言
を
行
い
、
地
域
の
商

工
観
光
業
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
、

と
考
え
『
日
高
町
の
活
力
あ
る
産
業

振
興
を
求
め
て
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

※
日
高
夏
ま
つ
り
の
拡
充

　

来
年
度
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
市

町
合
併
後
も
伝
統
行
事
と
し
て
存
続
で
き

る
よ
う
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
盛
り
上
げ

た
い
。

※
元
気
ア
ッ
プ
事
業
の
拡
充

　

商
工
業
者
が
元
気
を
出
し
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
ぎ
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
内

容
に
充
実
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

※
不
況
対
策
指
導
事
業
の
継
続

　

不
況
に
あ
え
ぐ
町
内
企
業
の
緊
急
個
別

指
導
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

※
商
工
会（
ワ
ー
ク
ピ
ア
管
理
運
営
費
関

連
）へ
の
支
援

　

管
理
運
営
費
の
負
担
増
に
対
す
る
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

日
高
町
長

・
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
悪
化
。

・
国
道
四
八
二
号
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
、
国
道

三
一
二
号
南
ル
ー
ト
の
開
通
に
よ
り
町

内
の
交
通
量
が
急
増
、
北
ル
ー
ト
の
整

備
が
急
務
と
考
え
る
。

・
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
今
後
日
高
町
の

力
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

○
市
町
合
併
問
題
に
つ
い
て

・
各
市
町
間
の
調
整
は
約
九
十
％
終
了
。

・
新
市
名
称
は
「
但
馬
」「
豊
岡
」
の
二
つ

に
絞
ら
れ
た
。

・
新
市
庁
舎
の
位
置
は
、
合
併
時
は
現
在

の
豊
岡
市
役
所
の
位
置
。
合
併
後
に
再

度
協
議
。

・
合
併
の
理
由
と
し
て
は
、
①
財
政
基
盤

強
化
②
人
材
の
確
保
③
経
済
活
性
化
・

雇
用
確
保
④
観
光
の
一
元
化
⑤
社
会
基

盤
の
整
備
で
あ
る
。

加
藤
議
長

・
市
町
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
全
国
市
町

村
議
会
議
長
レ
ベ
ル
で
研
究
を
進
め
て

い
る
。
地
域
特
性
に
マ
ッ
チ
し
た
方
法

で
合
併
を
推
進
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

・
一
市
五
町
合
併
後
の
議
会
議
員
定
数
に

つ
い
て
は
、
任
期
延
長
と
合
併
後
再
選

挙
と
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
他
町
と
も
歩
調
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、

住
民
の
声
を
聞
き
決
定
し
た
い
。

商
工
会
か
ら
町
に 

対
す
る
主
な 

提
言
・
要
望
事
項
等 

主
な
発
言
等

　
　
（
ポ
イ
ン
ト
の
み
）

説明に聞き入る参加者の皆さん

コミュニティづくりは地域から盛り上げを…
森垣助役

行
政
行
政
・
議
会
議
会
と
の 

懇
談
会

懇
談
会
を
開
催
開
催 

出
席
者
　
九
十
名

出
席
者
　
九
十
名 

行
政
・
議
会
と
の 

懇
談
会
を
開
催 

出
席
者
　
九
十
名 
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づくりに寄与するため、商工業者によって組織された
総合的経済団体です。 
商工会は、「商工会法」に基づいて設立された、公益法人で
す。商工会は指導団体として、公正な立場から地域商工業
の総合的な改善発達と、社会一般の福祉の増進に取り組み、
その地域内にあるすべての商工業者の発展に寄与していま
す。 

商工会って…？ 

商工会運営にはこんな原則があります 

商工会の主な事業は…？ 

営利を目的とする事業活動の禁止がある。これは、商工会の目的が公共性の強いものであり、国及び
都道府県の補助を受けて経営改善普及事業を実施する指導団体であるため、営利事業を実施する
ことが禁止されている。「営利を目的としてはならない」とは、営利を獲得する意思をもって事業を実
施してはならないという意味である。したがって、結果的にある事業について多少の余剰金が生じて
も、これに抵触するものではない。 

2
商工会は、特定の個人又は法人その他の団体の利益を目的とする事業活動の禁止がある。 
商工会は、その地区内における商工業の総合的な改善発展を図ることを目的としている以上、特定の者
の利益だけを目的とする事業活動を行うことができないのは当然であり、常に地区内の商工業者全体の
立場に立った組織運営が行われなければならないのである。しかし、ある特定の一部の事業について、会
員を優先的に扱うことまで全面的に禁止するものではない。 

3
商工会を特定の政党のために利用してはならない。 
商工会は、思想信条の如何にかかわらず、広く会員の参加を求めている総合的経済団体としての性格
を逸脱して政治団体化し、特定の政党の党利党略に利用され、そのための政治活動を行うようなこと
があってはならない。これは、商工会の目的からして当然のことと言える。 
この趣旨は、商工会に政治的中立を保たせ、その本来の目的のための事業に専念させようとするもの
であり、あるいは会外部の勢力により、あるいは内部の一部の役員又は会員によって商工会が政治的
に悪用されることを防止しようとするものである。 
したがって、商工会の健全な発展のために、例えば、国会への建議、陳情などの政治的運動をすること
まで禁止する意味ではない。 

商工会は、商工会法第6条に規定する原則に従って、組織が運営されなければならない。 

経営改善普及事業 
国・県の補助を受け、地域内の小規模事業者

が日常の企業活動のなかで直面する経営、

労務、金融、税務などの問題について、相談

指導を行う事業を進めています。 

地域総合振興事業 
中小企業対策などについての意見具申や、

地域振興計画・策定、環境美化や奉仕活動を

行うとともに相互扶助、情報交換など“まち

づくり運動”への参加事業など行っています。 

豆
知
識 

兵庫県下の市町に設置されている 
商工会数　　73

 
 

 
 
高度情報化社会の進展により多様化する経営環
境に対応するため、小規模事業者にとって有意義な
経営講習会・講演会を開催し、的確な経営知識・経
営情報を提供しています。 

経営に役立つ 
情報が得られます！ 

まち 

1

平成１６年１月３０日  （４）i n g　　　　ひ　　　　だ　　　　か



確定申告相談日程 
（税理士による無料相談） 

のお知らせ 
■場所…ワークピア日高　2階会議室 
■時間…10：00～12：00（受付は9：30～15：00） 
　　　　13：00～15：30 

日　付　2/16（月）・2/17（火）・2/23（月） 
　　　　2/24（火）・2/26（木）・2/27（金） 
　　　　3/3（水） 

税務処理に困ったら…… 
商工会に寄って下さい 

記帳指導事業（商工会の記帳機械化システム） 

●事業主は記帳事務から解放される　●的確な経営資料ができる 
●自分で経営診断ができる　　　　　●安心して申告、有利に借入ができる 

小規模事業者の省力化、経営指標の把握及び的確な経営指導を目的に記帳の機械化を進めています。 

 

 

 
 
 
商工会

は、従
業員を

採用し
ている

事業主

のみな
さんの

ために
、労災

保険・
雇用保

険等の
事務代

行、就
業規則

、給与
規程

の作成
指導、

その他
労務関

係のご
相

談に応
じてい

ます。
 

従業員
や社員

の 

定着が
企業力

を 

パワー
アップ

します
 

兵庫県下の市町に設置されている 
商工会数　　73

 
 

 
 
緊急を要する、さまざまな問題に対し、できる限りの対応
をいたします。具体的には、商工会で不可能な場合、外部の
専門家等に依頼し、一緒に解決・最善策を探します。 
早い対応が肝心です。 

『かけこみなんでも経営相談室』 
まずは商工会までご連絡下さい。 

ＴＥＬ42-1251

経営相談室の活用を…！ 

秘密 
厳守 

メリット 

簡
単 

安心 経済的 

信用 懇切・丁寧 

迅
速
・
正
確 

経営分析・指導 

伝票・日計表お持ち込み 

オンラインデータ
帳票資料

事業主 商工会 

県商工会連合会 

 
 

 
 

帳簿づくりから決算・申告の指導まで、おまかせください。 
記帳から決算まで一貫して継続指導を行っています。 
また決算、申告期には専門相談員（税理士）が指導します。 
記帳は経営の道しるべです。毎日正しく記帳しましょう。
記帳することにより、 

①青色申告ができる。②融資が受けやすくなる。 
③経営改善の近道となる。 

（５）  平成１６年１月３０日 i n g　　　　ひ　　　　だ　　　　か



i n g　　　　ひ　　　　だ　　　　か 平成１６年１月３０日  （６）

■今年度の主な活動は、 
研修会・講習会 
・寄せ植講習会（商工）・料理講習会2回（観光） 
・接客講習会（観光）　・先進地視察研修（商工・観光） 

地域活動 
・かんなべクリーンアップ作戦（観光） 
・駅周辺花壇の手入れ・花植え（商工） 
・マロニエまつり、神鍋マラソン、 
　日高夏まつり趣味の作品展、元気アップ事業への協力参加 

親睦活動 
・部員・役員親睦視察研修（商工・観光） 
・部員親睦新年会（商工） 
・但馬地区女性部連絡協議会親睦グラウンドゴルフ大会 
　（商工・観光） 

ボランティア活動 
・たじま荘盆おどり大会（商工） 

女性部への加入資格 
■商工会の会員（法人ではその役員）もしくはその配偶者 
■商工会の会員の親族であって、その事業に従事している女性の方 
■年齢制限はありません 

■1月例会（講師例会） 
1月14日�　商工会館　40名 
テーマ「未来予想図　Ｏｆ　ＨＩＤＡＫＡ 

　　　　～さらなる飛躍へ！　但馬十字路構想と、未来展望～」 
講　師：兵庫県議会議員　　日村　豊彦　氏 

　国道482号線蘇武トンネル・日高バイパス南ルートの開通、北近畿豊 
岡自動車道のルート決定と、市町合併を目前に日高町はまさに但馬の新十字路となりました。若手後継者として今後の日高町
の動向と展望について勉強しました。当日は村岡町商工会青年部員の方にも数名ご出席いただきました。 

地域とともに楽しく活動をしています。 
　女性部は、商工会の内部組織として位置づけられ、その活動は高く評価されています。全国2,742の女性部があり、約
164,000名の部員がそれぞれ各地域で様々な事業を行っています。 
　日高町商工会女性部は、全国でも珍しい“商工女性部”と“観光女性部”があり、それぞれの目的によって活動をしています。 

多彩な活動の中に、充実のじぶん発見！ 

冬に楽しめる寄せ植完成 お客様に喜んで頂ける料理を…！ 

駅前花壇がきれいになりました 美しい私たちの神鍋をいつまでも 

但馬18町の女性部による 
グラウンドゴルフ大会の参加者 

（商工・観光） 

商工女性部員　44名 
観光女性部員　45名 

URL http://www2.nkansai.ne.jp/org/hss/ 
E-mail hss@mxa.nkansai.ne.jp

集まれ若き経営者！！ 
只今、部員募集中！！ 

 

（認識、ＰＲしよう日高を特産物を！） 
と　き：平成16年2月11日（祝） 
　　　10：00～15：00 
ところ：道の駅「神鍋高原」駐車場 



（７）  平成１６年１月３０日 i n g　　　　ひ　　　　だ　　　　かi n g　　　　ひ　　　　だ　　　　か

金 融  
情 報  

◎国民生活金融公庫　　 

　普通貸付　1.7％　マル経融資　1.4％ 

◎商工貯蓄共済貸付 

　変動　1.875％　固定　3.5％ （1月25日現在） 

★毎月5日の金融相談をご利用ください 

個人事業主や会社役員の 
みなさんを応援する国の 
共済制度です！ 

小規模企業共済制度 
　小規模企業の個人事業主または会社等の役員の方が事業を
やめられたり退職された場合に、生活の安定や事業の再建を
図るための資金をあらかじめ準備しておく共済制度で、いわば
経営者の退職金制度といえるものです。 

国がつくった共済制度だから安心・確実です 

税制面で大きなメリットがあります 

加入できる方 掛　　　　金 
●常時使用する従業員が20人以下（商
業・サービス業では5人以下）の個
人事業主及び会社の役員 

●事業に従事する組合員が20人以下
の企業組合の役員 

●常時使用する従業員が20人以下の
協業組合の役員 

●掛金月額1,000円～70,000円までの範
囲内（500円単位）で自由に選べます。（半
年払や年払もできます。） 

●掛金は増額・減額ができます。（減額には
一定の要件が必要です。） 

●掛金は加入された方ご自身の預金口座
からの振替となります。 

●掛金は…全額所得控除 
　掛金は、全額が「小規模企業共済等掛金控除」として、 
　課税対象所得から控除できます。（1年以内の前納掛金も同様です。） 

●共済金は…退職所得扱い（一括受取り）または 
　　　　　　公的年金等の雑所得扱い（分割受取り） 

掛金の全額所得控除による減税額一覧表 
課税される 
所得金額 

200万円 
400万円 
600万円 
800万円 
1,000万円 

所得税 
加入前の税額 加入後の減税額 

160,000円 
376,000円 
696,000円 
1,020,000円 
1,520,000円 

住民税 
89,000円 
264,000円 
464,000円 
694,000円 
954,000円 

掛金月額1万円 
14,700円 
31,200円 
31,200円 
38,800円 
51,600円 

掛金月額3万円 
44,100円 
93,200円 
93,600円 
108,400円 
154,800円 

掛金月額5万円 
73,500円 
152,000円 
156,000円 
178,000円 
258,000円 

掛金月額7万円 
102,900円 
199,600円 
218,400円 
247,600円 
361,200円 

掛金月額3万円の場合 

確定申告で、こんなに減税になりました。 

※1.「課税される所得金額」とは、その年分の総所得金額から、基礎控除、扶養控除、社会保険料控除等を控除した後の額で、課税の対象となる額をいいます。 
※2.税額は、平成15年4月1日現在の税率に基づき、定率減税額控除を考慮して算定しています。なお、住民税均等割については、4,000円と設定しています。 

小規模企業共済制度の改正について 
　現在ご契約されています小規模企業共済制度につきま
しては、平成15年6月18日に「小規模企業共済法の一部
を改正する法律」が公布され、平成16年4月1日から改正
制度がスタートすることとなっております。 
詳細につきましては、ご契約者様宛に中小企業総合事業
団から送付の資料をご覧ください。 
お問い合わせ先　日高町商工会　ＴＥＬ42-1251

訂正とお詫び 
いんぐひだか156号で
掲載しました、県技能
顕功賞の受賞者の氏
名に誤りがありました。 
お詫びして訂正いたし
ます。 

誤　上坂正行 
正　上坂政行 

会員（仲間）を 
増やそう 

　商工会では、商工会
員を募集しています。 
事業を営んでおられて、
商工会に未加入の方が
ありましたら、商工会へ
お知らせ下さい。 



平成１６年１月３０日  （８）i n g　　　　ひ　　　　だ　　　　か

　

い
ざ
融
資
を
受
け
る
と
な
る
と
、
で
き
る
だ

け
借
り
た
い
気
分
に
な
り
ま
す
が
、
借
入
限
度

額
は
ど
う
判
断
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

融
資
を
受
け
る
場
合
に
は
、
い
く
ら
借
り
ら

れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
関
心
が
向
か
う

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は

ち
ゃ
ん
と
返
せ
る
か
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
で
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
返
せ
る
範
囲
で
し
か
借
り
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
借
入
限
度
額
と
い
う
考

え
方
も
出
て
き
ま
す
。
返
済
は
、
通
常
月
々
い
く
ら
と

い
う
形
で
行
っ
て
い
く
の
が
一
般
的
で
す
か
ら
、
借
入

限
度
額
も
、
月
商
に
基
づ
い
て
算
出
す
る
の
が
妥
当
だ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
借
入
金
月

商
倍
率
」
を
使
用
し
ま
す
。
そ
の
数
式
は
①
の
通
り
で

す
。

　

こ
の
「
借
入
金
月
商
倍
率
」
が
高
す
ぎ
た
の
で
は
返

済
が
苦
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
誰
で
も
容

易
に
想
像
が
つ
く
は
ず
で
す
。
具
体
的
に
は
、
1
・
5

倍
ま
で
は
安
全
、
3
倍
に
な
れ
ば
要
注
意
、
6
倍
以
上

に
な
れ
ば
危
険
、
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
業
種
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
っ
て
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
業
な
ど
は
長
期
借
入
金
に
よ
る
設
備
投
資
が
多

い
た
め
に
「
借
入
金
月
商
倍
率
」
も
高
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
別
な
指
標
も
示
す
こ
と
に

し
ま
す
。「
売
上
総
利
益
高
に
対
す

る
利
子
負
担
率
」
で
、
②
の
数
式

で
算
出
し
ま
す
。　　

こ
こ
で
分

子
と
な
っ
て
い
る「（
支
払
利
息
＋

割
引
料
）－

受
取
利
息
」と
い
う
の

は
実
質
負
担
利
息
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
売
上
総
利
益
か
ら
す
べ
て

の
費
用
が
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
こ
れ
に
対
す
る
支
払
利
息
の

割
合
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
て
は
利

益
が
少
な
く
な
り
、
企
業
に
と
っ

て
危
険
と
言
え
ま
す
。
一
般
に
3

〜
5
％
が
良
好
な
水
準
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

（支払利息＋割引料）－受取利息

売上総利益
× 100②

短期借入金＋長期借入金＋割引手形

月平均売上高
①

①事業所名 
②地区名 
③代表者 
④事業開始年度 

⑤事業内容（特色等） 
⑥モットー 
⑦ひとこと 
⑧ＴＥＬ・ＦＡＸ・ＵＲＬ 

以下の内容順に答えていただきました。 

①　

中
川
商
会

②　

佐
田

③　

中　

川　

幸　

男

④　

1
9
8
6
年
4
月
1
日

⑤　

各
種
機
械
の
電
気
設
計
・
制
作

　
　

特
殊
セ
ン
サ
ー
の
開
発
・
設
計
・
制
作

⑥　

何
事
に
お
い
て
も
自
分
自
身
に
と
っ
て
納

得
の
い
く
結
果
が
出
せ
る
よ
う
、
最
善
を

つ
く
す
。

⑦　

こ
の
世
界
に
入
っ
て
数
十
年
、
リ
レ
ー
で

制
御
回
路
を
組
ん
で
い
た
時
代
か
ら
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
、
Ｉ
Ｃ
（
集
積
回
路
）
そ
し
て

Ｐ
Ｌ
Ｃ
（
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
へ
と

流
れ
は
加
速
度
的
に
速
く
な
り
、
そ
の
中

で
自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
新
し
き
一

歩
を
進
め
る
こ
と
。
む
ず
か
し
い
時
代
で

す
が
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

⑧　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
（
0
7
9
6
）4
4
‐
0
4
9
5

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
0
7
9
6
）4
4
‐
0
2
1
8

①　

ス
ナ
ッ
ク
・
サ
ン
ジ
ェ
ル

②　

岩
中

③　

前　

田　

知　

子

④　

2
0
0
3
年　

月
1
日

11

⑤　

ス
ナ
ッ
ク　

午
後
7
時
か
ら
開
店

⑥　

お
客
様
が
飲
ん
で
歌
っ
て
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
、
楽
し
い
夜
の
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
、
ま
た

お
客
様
と
接
し
て
い
け
る
お
店
で
あ
る

よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑦　

ま
っ
た
く
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
日
高

と
い
う
町
に
来
て
、
ス
ナ
ッ
ク
を
開
店

し
、
お
客
様
方
の
「
頑
張
れ
よ
！
」
の

一
言
一
言
に
励
ま
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う

間
に
一
年
が
す
ぎ
、
い
い
人
達
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽

し
く
て
気
楽
に
飲
め
る
お
店
で
頑
張
っ

て
い
け
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

⑧　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
7
9
6
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●風景写真　①富士山　②賀詞交歓会風景

●赤ちゃん（ファミリー）紹介　A（日吉　宿南博嗣さん・いずみさん　長男　 湧 　 真 くん）
ゆう ま

　　　　　　　　　　　　　　B（万場　岡森活矢さん　　　　　　　長女　 明  日 香   ちゃん　次女　
あ す か

 聖 佳   ちゃん）
せい か

　　　　　　　　　　　　　　C（庄境　佐藤晃司さん・明　子さん　長男　圭   　 汰 くん　次男　
けい た

 慎 吾   くん）
しん ご

表　　紙


